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３学期「目標の実現を確かめ、互いのよさを認め合い、自信を深める」学期 

 

「ありがとう」の心を贈る先は 

校長 岡部 良美 

平成２８年度の教育活動も、残り１ヶ月。『子供一人ひとりに誇りと自信をもたせる学校』

の創造を目標として教育活動を進めてきました。特に、「子どもまつり」「運動会」「展覧会」

「土曜授業公開」において、子供一人ひとりの姿で教育成果の一端を発信できたと確信して

います。「開校六十周年記念式典」では５・６年生の凜とした姿に賞賛の声をいただきました。 

さて、３月は、学年末であり、卒業期でもあります。全国各地の学校で、それぞれの思い

を胸に、卒業生が巣立っていきます。「ありがとうの言葉」「感謝の心」が、この時期にはい

つも以上に表れ、その心が基になった姿が表れるものです。 

スタートがあれば、必ずゴールがあります。入口があれば出口があります。入学があれば

卒業があります。学年初めがあれば学年末もあります。このことは当然ではありますが、そ

れらは対の関係、一組の関係になっています。学校では、学級担任が、クラスの子供たちに

どんな言葉を贈ろうかと思案する時期でもあるのです。 

卒業を迎える６年生は、「先生、ありがとうございました。」「みんな、ありがとう。」「大東

小、ありがとう。」など。卒業が近づくにつれて、そのような気持ちで、子供たちの気持ちは

いっぱいになると思います。 

進級する５年・４年・３年・２年・１年の子供たちも、「先生、ありがとうございました。」

「クラスのみんなありがとう。」「６年生ありがとう。」など、感謝の気持ちが芽生えているこ

とと思います。 

卒業を迎える６年生は、六年間の大泉東小学校の生活で、立派に成長してきました。在校

生もこの一年間で、一人ひとりが「今よりもよくなりたい。」「今よりもがんばりたい。」と思

い、学校生活で努力し、成長をしてきました。成長は、子供たちだけではありません。子供

たちを目の前にした教師や保護者、言わば大人も成長してきたのです。子供に教え、授けた

ことはたくさんあったと思いますが、子供たちからそれ以上に学んだのが私たち大人である

と思います。共に学ぶ大人と子供との関係があってこそ、教え合い、育ち合った「教育」が

成立するのだと思います。人は、教えられたように教えます。育てられたように育てようと

します。教育してもらったように後世を担う人に教育をし、恩返しするのです。子供たちが

感謝の気持ちをもつように、私たち大人も子供たちに、「私とよく一緒に生活してくれたね。

ありがとう。」という感謝の気持ちと言葉を贈っていけたら、すてきだなと思います。 

歌手グループ「いきものがかり」の曲『ありがとう（水野良樹さん作詞・作曲）』の最初に、 

♪「ありがとう」って伝えたくて、あなたを見つめるけど、繋がれた右手は、誰よりも優し

く、ほら、この声を受けとめている♪ という歌詞があります。ほのぼのとします。 

「あなたの親でよかった。」「あなたの先生でよかった。」そんな心をもって「ありがとう」と

いう大切な言葉を、私たちの周りの大切な子供たちに贈っていきましょう。 

○【校舎等全面改築工事の情報】体育館・南校舎建設の、杭打ちが順調に進んでいます。 

○【主な給食使用食材の産地についてのお知らせ ２月】 

お米（青森県産 まっしぐら）牛乳（北海道、青森、岩手、秋田、宮城、群馬、千葉）大根（練馬区）長ねぎ（練馬区） 

キャベツ（練馬区・愛知）白菜（練馬区・茨城）にんじん（千葉・愛知）小松菜（埼玉）じゃがいも（長崎・鹿児島） 

ほうれん草（埼玉）さつまいも（千葉）えのき（長野）東京うど（練馬区）里芋（埼玉）れんこん（茨城・千葉） 

いよかん（愛媛）りんご（青森）鶏肉（岩手）豚肉（青森）大豆（北海道）スケソウダラ（北海道）鮭（北海道、宮城） 


